
医
王
寺
と
「
乙
和
の
椿
」

　

弘
法
大
師
作
の
薬
師
如
来
を
祀
り
、

開
基
か
ら
千
二
百
年
の
歴
史
を
持
つ
瑠

璃
光
山
医
王
寺
。
山
門
を
く
ぐ
り
、
一

番
奥
の
薬
師
堂
の
裏
に
そ
の
椿
は
あ
り

ま
す
。

　
「
乙
和
の
椿
」。
乙
和
と
は
、
佐
藤
継

信
・
忠
信
兄
弟
の
母
の
名
で
す
。

　

息
子
を
二
人
、
戦
で
亡
く
し
た
乙
和

の
深
い
悲
し
み
。
そ
の
母
の
情
が
移
っ
た

か
の
よ
う
に
、
花
を
開
か
ず
に
つ
ぼ
み
の

ま
ま
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
い
つ
し

か
「
乙
和
の
椿
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
乙
和
の
想
い
だ
け
で
は
な
く
、
信
夫

の
地
の
家
族
の
元
へ
帰
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
兄
弟
の
無
念
や
悲
し
み
も
、
乙
和

の
椿
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
」
医
王
寺
の
住
職
、
橋
本

さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　

継
信
の
妻
・
若
桜
と
忠
信
の
妻
・
楓
は
、

自
分
た
ち
の
悲
し
み
を
こ
ら
え
な
が
ら
、

深
く
傷
つ
い
た
乙
和
の
心
を
癒
す
た
め
に
、

夫
の
甲
冑
を
ま
と
い
、
凱
旋
を
演
じ
た
そ

う
で
す
。
人
の
命
が
簡
単
に
失
わ
れ
て
し

ま
う
戦
の
世
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
家
族

が
互
い
を
想
う
気
持
ち
は
と
て
も
強
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
佐
藤
兄
弟
と
乙

和
、
若
桜
と
楓
の
物
語
は
、
後
の
世
で
も

松
尾
芭
蕉
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
の
心

を
捉
え
ま
し
た
。

「
県
外
か
ら
も
多
く
の
参
拝
客
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
市
内
の
方
に
も
、
こ
の

飯
坂
に
そ
う
い
う
一
族
が
い
た
、
こ
ん
な

物
語
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」

医
王
寺
と
「
乙
和
の
椿
」

佐
藤
一
族
の
菩
提
寺
、飯
坂
町
の
医
王
寺
に
は
、

つ
ぼ
み
が
開
か
な
い
一
本
の
椿
の
木
が
あ
り
ま
す
。

「
乙
和
の
椿
」と
呼
ば
れ
る
そ
の
椿
に
は
、

戦
の
世
に
咲
い
た
家
族
の
愛
情
の
物
語
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
だ
い
じ

飯
坂
に
は
医
王
寺
以
外
に
も
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
、

飯
坂
の
歴
史
ロ
マ
ン
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

福島市飯坂町字東滝ノ町16　☎024-542-8188
開館時間 ／午前9時～午後9時
見 学 料 ／無料
休　　日 ／無休（臨時休館有り）

※タオルの無料
　貸し出し有り。

医王寺
瑠璃光山

福島市飯坂町平野字寺前45
☎024-542-3797
拝観時間 ／午前8時30分～午後5時
　　　　　※季節により変更有り。
拝 観 料 ／大人300円
　　　　　18歳以下無料
　　　　　※団体割引有り。
休　　日 ／年末年始

江戸時代から続いた豪農・豪商堀切家の旧家。県
内最古の土蔵「十間蔵」をはじめ、明治時代再建の
主屋など、歴史的価値の高い建物が現存。また、源
泉掛け流しの足湯・手湯も人気です。

鯖湖神社
さばこ　　 じんじゃ

なかの　　 ふどうそん

きゅう　 ほりきりてい

福島市飯坂町字湯沢

福島市飯坂町中野字堰坂28
☎024-542-2100
拝観時間 ／午前8時30分～午後5時
 　※10月中旬～12月は午後４時まで。
拝 観 料 ／無料
休　　日 ／無休

旧堀切邸

中野不動尊
日本三不動の一つ。開山より八百余
年、奥の院には今も不滅の灯明がとも
り続けています。お不動様は人々の願
いが真剣であれば、願いをかなえてく
ださるといわれています。

「飯坂温泉発祥の地」の碑と俳
人・正岡子規らが飯坂を詠んだ
句碑があります。また、境内に祀
られている「泉仏お湯かけ薬師
如来」は、身体の癒したいところ
に温泉をかけると良くなるそう。

瑠璃光山 医王寺 住職

橋本 弘史さん

はしもと こうし

わ
が
ひ
た
る 

寒
水
石
の

湯
槽
に
も 

月
の
さ
し
い
る 

飯
坂
の
里

無料の足湯で
のんびりと

夕
立
や

人
声
こ
も
る

温
泉
の
け
む
り
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正
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子
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子

飯
坂
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舘ノ山公園
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観光協会

パルセ
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飯
坂
ト
ン
ネ
ル

福
島
交
通
飯
坂
線

飯坂支所・
学習センター

13

3
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邸

午後1時
福島市飯坂町字筑前27-1

平成29年 午後1時午後1時
福島市飯坂町字筑前27-1

◆檜枝岐歌舞伎公演「義経千本桜」
◆福島市立大鳥中学校　剣舞
◆佐藤信彦氏（佐藤継信第三十三世苗裔） 講演
◆参加市町村長のパネルディスカッション

びょうえい

ひ の え ま た か ぶ き

締め切り：8月31日(木)必着

向かって左側が佐藤基治・乙和夫婦の
墓碑。右側が継信・忠信の墓碑。薬師堂
の裏には他にも佐藤一族の墓碑といわ
れる石碑が並ぶ

「笈（おい）も太刀も
　五月にかざれ 紙幟（かみのぼり）」
本堂前にある松尾芭蕉の句碑。佐藤
一族の話を伝え聞いていた芭蕉は元
禄二年（1689）五月、「奥の細道」の
行脚で医王寺を訪れました。

義経・与一・弁慶・静・継信・忠信 合同サミット

平成29年

義経・与一第12回 

内 容 檜枝岐歌舞伎「義経千本桜」

日 時

往復はがきにて、お申し込みください。申込者多数の
場合は抽選になります。

9月30日 土 会 場 パルセいいざか

◆福島市立大鳥中学校　剣舞
◆佐藤信彦氏（佐藤継信第三十三世苗裔） 講演佐藤信彦氏（佐藤継信第三十三世苗裔） 講演佐藤信彦氏（佐藤継信第三十三世苗裔） 講演
◆参加市町村長のパネルディスカッション参加市町村長のパネルディスカッション参加市町村長のパネルディスカッション

びょうえい

源義経に関わった人物にゆかりのある自治体が集い、各地の
歴史や伝承を発表。歴史を活用したまちづくりや、交流につい
て討論します。当日は檜枝岐歌舞伎の特別公演もあります！

入場
無料

パルセいいざかパルセいいざか
郵便往復はがき

福島市
観光コンベンション推進室

何も記入しないで
ください。
結果を

印刷します。

「義経サミット」観覧係

9 6 0 8 6 0 1
往 信

郵便往復はがき

申込者の

申込者の

①郵便番号
②住所
③名前

返 信 ①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号
⑤希望人数
　（最大2人）

往信・表面 返信・裏面

■観光コンベンション推進室 ☎024-525-3722問

観覧申し込み

奥の院薬師堂裏にある「乙和の椿」

返信・表面 往信・裏面
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